
私
It/) 

るフ
Lt

’＂＇，、司J

径
は
四

十
l

五
十
母

、
照
明
器
具

の
下
辺

か
ら
テ

ー
ブ
ル
面
ま

で
の

距
離

は
六
十
i

八
十
時
程
度

に
す

る
と
落
ち
哲
く

。

リ
ビ

ン
グ
は
部
屋
全
体
よ
り
も

テ
レ
ビ
や
ソ

フ
ァ

な
ど
の
家
具
の

場
所

に
合
わ
せ

、
フ
ロ
ア
ス
タ

ン

ド
や
ス
ポ
ッ

ト
ラ

イ
ト
を
使っ
た

部
分
照
明

に
す
る
と
く
つ
ろ
げ

る
。

同門斎
や
子

ど
も
部
局

は
自

の
疲

れ
を
軽
減

す
る
ち
ら
つ

き
防
止
の

イ
ンバ

ー
タ
l

の
蛍
光
灯

が
適
し

曲、フdj民孟＝τ.
E習量�孟�事．';!, 

p
d

ハ

戸J

LE Dならコストも安く済む

て
い
る

。
協

が
出

に
く
く
均一
な

明
る
さ
で
作
業
効
率

も
ア
ッ

プ
。

デ
ス

ク
ス
タ

ン
ド

の
照
明

は
主
照

明
の
三
倍

の
明
る
さ
が
よ
い

。

寝
室
は
般

に
なっ
た
と
き
に
光

源
が
直
接

、
自

に
入
ら
な
い
配
置

や
器
具
に
す
る

。
ま

た
、

床
に
近

い
壁
に
取
り
付
け
る
埋
め
込

み
型

の
フ

ッ
ト

ラ
イ
ト
や
天

井
か
ら
の

ダ
ウ

ン
ラ

イ
ト
で
足
元

の
位
置

を

照
ら
す
よ
う

に
す
る
と
安
心
だ

。

廊
下
や

階
段

の
夜
間
灯

に
も
利
用

で
き
る

。
壁
や
床
な
ど
の
内
装
材
と
の
調

和
も
霊
要
だ

。
内
装
樹

は
色
や
素

材
に
よっ
て
光

の
反
射
瑠

が
異
な

る
た
め

、
同
じ
器
具

を
使
用

し
て

も
明
る
さ
が
変
わっ

て
く
る

。
例

え
ぽ

、
内
壁
と
淡

い
色
の
床
の
組

み
合
わ
せ
よ
り

、
床

を
脱
い
色
に

す
る
と
反
射
率

は
F

が
る

。
反
射

率
の
高
い
も
の
に
照
広
告同
い
明

か
り
を
週

ぷ
と
ま
ぶ

し
過
ぎ

る
場

合
も
あ
る。

ー

--

、.新春インタビュー 一国際教養大学－．
今
春
初
め
て
の
卒
業
生
を…

…
送
り
出
す
国
際
教
益
大
学。…

…
就
職
の
状
況
や
9
月
に
開
講…

…
す
る
専
門
職
大
学
院
な
ど
に…

…
つ
い
て、
中
嶋
嶺
雄
理
事…

…
長・
学
長に
う
か
がっ
た。

…

l卒
業
生の
就
職
状
況
は

。

告
の
卒
業
予
定
者
で
就
職…

…
希
望
防
人
の
う
ち
白
人
が…

…
内
定
し
た。
残
る
2
人
も
結…

…
果
待
ち
で、
ほ
ぽ
1
0
0
φ…

…
の
内
定
率。
内
定
先
も
国
内…

…
トッ
プ
企
業
や
外
資
系
企
業…

…
が
多い。
優
秀
な
人
材
は
適…

…
年
採
用
す
る
日
本
の
企
業
社…

…
会
の
変
化
も
あっ
て、
1
年…

…
閣
の
海
外
留
学
義
務
付
け
も…
教
員
叫
人
に
非
常
勤
や
特…
経
験
は
勉
学
に
必
ず
役
に
立…
で
オ
ー
プ
ン
な
感
じ
の
恵
ま…

…
ハ
ン
ディ
に
な
ち
な
い
ど
乙…
任・
客
員
教
授
も
含
め
る
と…
っ。
ま
た、
社
会
人
に
は
l…
れ
た
キャ
ンパ
ス
環
境
を
活…

…
ろ
か
大
き
な
プ
ラ
ス
要
因
に…
教
員
は
約
別
人。
そ
の
半
数…
年
間
休
職
し
学
業
に
専
念
が…
か
しつ
つ、
さ
ら
に
充
実
さ…

…
なっ
て
い
る。
し
か
も、
来…
は
外
国
人
だ。
留
学
生
も
ア…
理
想
だ
が、
仕
事
し
な
が
ら…
せてい
き
たい。

…
秋
や
次
年
度
の
卒
業予
定
者…
ジ
ア
の
ほ
か
北
米
や
欧
州
な…
勉
強
で
き
る
柔
軟
な
カ
リ
キ…

」

…

ムヲ
後の
方
向は。

一．

…
に
も
勧
誘
が
来
て
い
る。
就…
ど
全
世
界か
ち
叩
人
以
上
が…
ュ
ラ
ムも
今
後
は
検
討
す…

．u

…
職
が一
番
気に
なっ
て
い
た…
来
て
い
て、
夏
冬
の
特
別
プ…
る。
県
内
企
業
で
働
く
人
や…

本
学
の
設
立
が
県
議
会
で…

…
が、
予
想
以
上に
好
調だ。
…
ロ
グ
ラ
ム
で
は
1
0
0
人
ほ…
公
務
員、F
教
員
など
に
ぜ
ひ…
只
剣
に
論
議
さ
れ
た
結
果、…

r
i
－－’
；』
！・・5…
ど
に
膨れ
上
び
る。
県
外一ι
ん
入っ
て
欲
しい。
本
山耕輔
、話
す
｛
圏
内トッ
プ
レベ
ル
の
大
学
山

日
｜
ク
E
l
円
凡
仕
¢
ヰ
で
宅

4

h
…
行
か
な
く
て
も
こ
れ
だ
け
の…
でに、
世
界
ω
大
学
と
使
関…
が
で
き
た口
ま
た、
本
県
は…

長…
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
と
し
・

…

dl…
う
盤立
理
念の
達
成
度
宅
…
異
文
化
環
境
が
あ
る
と
と
を…
し
て
お
り、
全
世
界
に
直
結…
小
中
学
生
の
学力
テ
ス
ト
が…

長…

l
…
秋
田
県
民
に
もっ
と
知っ
て…
し
てい
るの
が
特
徴
だ。

…
全
国
トッ
プ
に
なっ
た。
県…

事…

最
近
私
の
授
業
で
も
使つ
…
欲
レ
い。
授
業
ま
すべ
て
英…

－K…
庁
に
ま
学
術
国
際
部
も
あ…

L、

…
i
関
学
4
年
目
の
キャ
ン
日

日

…
た
米ニ
ュ
ー
ズ
ウィ
ー
ク
誌…
語
な
の
で、
海
外
カ
ら
の
留・

ー…
る。
秋
田
は
い
ま
や
名
実
と…

…
ス
ラ
イ
フ
は

。

事歯際版編護φ把車工宇生に吉本語
の壁がな
…

」…

定

数完進県対中J員J

嶺…
閣
連
改
唱
で
の
日
中
外
交
団…
い。
こ
れ
こ
そ
秋
旧
が
諸
れ…

秋
田
杉
を
ふ
ん
だ
んに
使…
や
町一一だ
げ
で
は
世
界
か
ら
人…

…
を
比
唆
し
て
こ
う
指
摘し
て…
る
グロ
ーバ
ル・
ス
タ
ン
ダ…
っ
た
学
生
宿
禽
も
辿
設
さ…
を
呼
ぶ
観
光
都
市
と
し
て
イ…

他山内…
い
る。
中
国
は
全
員、
英
語…
l
ド
の
大
学
だ。

…
れ、
留
学
か
ら
陥っ
て
も
余…
ンパ
ク
ト
は
弱
い
が、
言
葉…

中…
が
湛
能
で
狛
極
的
だ
が、
米…

…
計
な
白
用
の
心
配
が
な
い。…
の
壁
が
な
い
本
学
で
知
識
も…

…

ー専門職
大
学
院
につい
て。
…

，

、

…
固
に
次
ぐ
負
担
金
を
出
し
な…

…
図
部
飽
は
M
時
間関U
て
お…
学べ
る
と
な
れ
ば
魅
力
も
倍…

が
ち
安
保
理
常
任
理
事
国
入…

今
春
卒
業
予
定
者
の
中
に…
り、
キャ
ンパ
ス
内
で
存
分…
増
す
る。
そ
う
し
た
面
で
も…

り
に
失
敗
し
た
日
本
の
外
交…
は、
大
学
院へ
の
進
学
を
希…
に
勉
強
で
き
る。
路
線パ
ス…
秋
田
に
貢
献
で
き
る
大
学
に…

宮
は
上
下
関
係
に
乙
だ
わ
り…
望
す
る
者
も
相
当
数
に
の
ぼ…
も
御
所
野
や
J
R
和
田
駅
に…
し
たい。

官
僚
的
で
お
と
な
し
く、
英…
る。
北
大
や
筑
波
大、
神
戸…
毎
日
山山
本
程
度
あ
る。
平
坦…

語
を
十
分
話
せ
な
い
者
も
い…
大
な
ど
や
海
外
の
大
学
院
の…

る。
と
れ
で
は
日
本
は
国
際…
ほ
か、
9
月
開
講
が
決
まっ
…

社
会
で
豆
要
な
位
百
は
占
め…
た
本
学
の
専
門
職
大
学
院
希…

ら
れ
な
い。
英
語
は
外
交
や…
望
者
も
い
る。
専
門
職
大
学…

ビ
ジ
ネ
ス
は
も
ちろ
ん、
ぃ…
院
と
い
う
と
法
科
大
学
院
が…

ま
や
世
界
を
つ
な
ぐ
サ
イ
ン…
知
ち
れ
て
い
る
が、
乙
れ
か…

だ
と。
本
学
の
辿
学
の
理
念…
ら
の
時
代に
母
も
求
め
ら
れ…

も
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る。…
てい
る
の
が
グロ
ーバ
ル・
…

社
会
の
評
価
は、
卒
業
生
の…
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
実
践…

就
職
に
も
反
映
さ
れ
た
と
思…
の
大
学
院。
英
語
教
育、
日…

っ
て
い
る。
大
学
入
試
で
の…
本
語
教
育、
発
信
力
の
3
分…

難
易
度
は
東
大
と
間
を
並べ
…
野
で
実
践
力
の
あ
る
人
材
を…

る
く
ち
い
に
なっ
た
が、
併…
養
成
す
る。
入
学
は
9
月
な…

願
校
に
合
絡
し
で
も
本
学
に…
の
で
学
生
に
は
半
年
聞
は
ギ…

来
る
学
生
と
本
県
出
身
者
を…
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
と
し
て
ボ
ラ…

もっ
と
増
や
し
たい。
入
学…
ン
ティ
ア
や
フィ
ー
ル
ド
ワ…

定
貝
が
今
春
加
入唱
えて
l…
1
ク
な
ど
を
奨
励
し、
単
位…

5
0
人
と
なっ
て
も、
時
任…
と
し
て
も
認
定
す
る。
社
会…

法賀計年
ド｜際教Ii大学はこの存に第一j切の卒

業生を社会に送りIllすこととなりました。
開学以)j去、機制uして参りました専門事聖

火争院グローバル・コミュニケーション：M

践研究科（英話教育、日本総教育、発
信）Jの3'lii峻）は9JJに閲認します。

Iii!際教Ii大学は、本年もわが国高等
教＇（f )j�の改市をリードしていきます。引
き続き符織の御支媛と御指導1を賜ります
よう、よろしくお願い，.，し上げます。

樹際教養大学

OJl 白縦長大学司（gll"y Akita I nto『national Un岡市lty

専えではル（ク 襲 Dナ シ忍ユ武階説 円 滑 ー あ｜ 杢 後ン屋 イ岱て占イ喫武
山完昼夜宅奈生展窓 苦歩3君毛筆揺さ会費階習そ話要議集コ護る讐足fi！.奪章特
新 な 隊小最 ・ J疋のあの ツなプ マ ヤ瓦万作 躍 はの がど れ ニ ・ すグ 。 写 ン楽ヤ小
型区高警歯車字警弓宗ベ5 � �6塁霊気 若襲空 宗 室 長言8習弓主語守長 年Z警

店め広が� 吋 母 、時オト ッフ村ぷ時E 正号 りに 野 ！ 六の i認をが歴るグ加
の 、 い 、唱 。 J 体 和代リのプイな 。代 、太店 つ チ 県 人年目 びお話史エ い え
開時 需個のリクは 風劇ヲT 、ギどニ小四郎の つ エ 松 説 の店 のた題時ンズて

����� �Ti 「時代もの」若者に人気 ト 珂克明；露首
だり回以でN人 I 1. 'fl｛λ日五 円ヨ主任 小ンち代とムな来 つ
」も信j勝 、H気ち Fι� N ’QJ�I '.J E三110 説とがかなかくの人た
と 誠長を上 K はな

’v ・ ー - .. - －『”→ ゃな好ら つら 、時気
いをの 支 杉大 阿 みい店ン「の る迎総を吋人い 的回色 とグ つみ－＝－ 1と「 盟 代 を
う 尽 よ 芝 市長 向江に 」 とトエ 宮 女 。の本そ 斗 たるにのが さ怠 ツての十務時画 勺 支。 討議室 i 越さ き晴 子 � � 照 美 � � 言語 君 主 符 奇襲 � l � r 腎

臣 ｜だ後 の O 性て 展 小テき広 を総城 と1 食市とは例こ？る レ 登 将 い 。」〆ンる
、 主 九 のい 倒 説イさ 報 そ本下 の（ や井な 、えと 。ク 掲 の女特フ 、だの

人｜「上人年一るし専ンん担 ろ城町 謝 フの つ全ばに タすフ性に アゲけは
気よ織杉公の番 。た門〆は当 え 関の締 ア町て 国 神 特 lる アたトン｜で従

http://www.aiu.ac.jp 
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